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ダイコンの空どう症に関する研究

第1報　播種期と品種について
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1　は　し　が　き

近年ダイコン産地において，空どう症の発生による被害

が目立ってきている。特に，夏どりの青首ダイコンでは，

その被害も大きく深刻な開題となっている。

この空どうは．肥大桐の原生中心柱に沿って発生し，先

端部から上方に向って進展する場合が多い。発生初期には

白色のものが多いが，収穫時期には褐変又は窯変し，内部

に水がたまったり，腐敗したりする。l）発生原因や発生機構

については．各地の試験成熟こ一致しない点が多く，定説

はまだない。

本報では，播種期の違いが空どう発生に及ぼす影響と．

品種による空どう発生の違いについて検討したので．その

結果を報告する。

2　賦　験　方　法

日）播種期試験

日　播種細　6月17日，7月7日，7月28日．8月19日

2）区制及び面積：2区制，1区おぷ

8）耕種概要　供試品種：耐病総太り。栽植密度：う

ね幅70（瀧，株間訪仇．571株八。施肥量（吻八）：基肥；

堆肥200．苦土炭カル15，N－0．8，P205－1．8．E20－

0．8。追肥；N－1．0，且20－1．0。

12）品種試験

日　供試品種　青みの，おふくろ．早太り大蔵，早太

り聖議院．春光，若水，夏みの早生3号，四月早生，かず

さ春みの．宮重1号．耐病宮重．耐病絵太り，紀州，白

秋，あさま理想，西町理想，耐病西町理想．八州，新生理

想。

2）区制及び面積　2区制．1区7．35ぷ

引　耕種概要　播種期：8月4日。栽培密度：うね幅

70m，株間器用，571株／8。施肥量（吻／8）：基肥；苦土

炭カル15．N－0．8．P205－1．8．馳0－0．8。追肥；N－

1．0，E20－1．0。
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3　■試験結果及び老廃

くり　播種期試験

播種期別の生育状況は表1のとおりである。6月17日播

種では90％以上抽台した。各区の生育日数は，6月17日播

種と7月7日播種では56日．7月28日播種では70日，8月

19日播種では93日であった。

空どう発生率は，生育日数の短い6月17日播種と7月7

日播種で高く，遅播きはど低くなる傾向がみられた（図1）。

空どうによる被害程度（表1卸注参照）は，早播きはど大

きく遅播きほど小さくなる傾向であった（図2）。

空どうの入る位置は，下部については根瑞から根長の13

～18％の距離に当たり，播種期による差は認められなかっ

た。しかし，上部については，播種親が早いほど相対的な

位置は高まる傾向を示した（表1）。

7月7日播種区で，播種後日数別に空どう発生率を調査

した結果，播種後23日で40％，播種後43日で95％，播種

後56日で95％であった（図3）。このことから，空どうの

発生は．播種後20日以前に始まり，播種後20～亜日の間に

終わるものと患われる。

（2）品種試験

生育状況は表2のとおりである。若水，夏みの早生3号，

四月早生，かずさ春みの及び紀州はす入りが激しく，紀州

では不時抽台がみられた。

空どう発生率が高く被害程度が大きかったのは，tt西町理

憑け，tl耐柄西町理想M，ttあさま理想，，．tt紀州”，ttお

ふくろ州，tt耐病総太り”，tt八洲’’で．発生率は60～90

％，被害程度は25．0～80．0であった。次いで，tt白秋”，tt若

水M．tl春光M，tt青みの，l tt新生理想’’，tl夏みの早生3号”，

tl耐病宮重”が発生率30～50％，被害程度13．8～か．8で

あった。tt宮重1号”，tt四月早生’’，tt早太り聖護院”は発

生率5～15％．被害程度1．3～3．8と発生が少なく，tt早太

り大蔵竹とttかずさ春みの”では発生が認められなかっ

た。

これらの結果から，空どうによる被害程度は空どう発生

率と密接にかかわっているが．根径．根重及びす入りの早
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晩などの品種特性が空どう発生とどのように関連している

かは判然としなかった。

秦1　生育状況は空どう発生状況
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図1　播種期別の空どう発生率
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表2　空どう発生状況と収樺時の生育状況

品　　 ■

写

嘉

■
等

に 程

草

丈

生

霊

地

上

艶

生

機 長 l■
橿 l艮 ｛

董

月

l I

よ

る 度

株 当

た り

錬 当

た り

敷 電 U E 大 郷 ） 径 重

ヒ■ 数 ） け l ■■ け l 日

青　　 み　　 の 1 5 2 0 ．0 8 ．9 9 ．8 4 8 ．1 28 ．2 57 2 鵬 ，7 7も．5 1．14 5 10 ／ 9

錮； ふ　 く　 ろ 70 3 6 ．3 9 ．9 8 ．3 摘 ．0 3 3 ．8

9

l．諏 7

9 0

4 0 ．2

3 5 も

8 0 19

7 1 0

1．封 2

1 1

10 ／ 17

早 太 り 大 儀

早 太 り 聖 儀 院

0

5

1 ．3 6 ．0 4 10
1 7 ．1

6 5 ．1

2 7 ．

3 0 ．9

5

鮎 1

14 ．9 12 t ．5
1．3

1．仙 3

10 ／ 19

春　　　　　 光 l i 2 0 ．0 6 ．6 7 ．も M ．4 ユ0 ．7 1．2劃 4 2 ．1 巧 ．5 1．3 2 2 10 ／ 20

若　　　　　 水 4 5 2 1 ．3 7 ．2 7 ．6 52 ．2 封 ．8 仙 Z 2 9 ．0 7 9 ．1 1．M O 10 ／ 9

10 ／ 19

10 ／ 9

霊 み の 早 生 ユ号 3 5 り 月 5 ．1 10 ．4 42 ．1 3 1 ．3 50 7 5 1．3 7 l ．8 り ～†

四　 月　 早　 生 5 2 ．5 9 ．5 6 ．0 39 ．1 2 8 ．3 40 5

9

S j ，8 リ 1 ・0　9 l ．10 7

か ず さ 春 み の

音 量 1 号

0

15
3 ．8 1 5 212

鵬 ．7

48 ．6

弛 J

Z l ．b

8 5

1 5 5

∬ ．3

3 2 ．3

8 4 ，

7 2 ．4

l ．2 6 0

】．0 0 8
耐　 病　 宮　 量 1 8 15 ．0 8 月 5．8 鵬 ．0 2 9 ．7 1 88 4 7 4 7 1 14 1 ．3 q b

耐 病 鎗 太　 り 帥 】1．3 1 1．4 も．S 52 ，2 3 3 ．8 6 1 1 4 1．1 8 山 1 ．7 0 4

紀　　　　　 州 7 0 53 ．8 13 ．2 1 2 ．7 bユ．0 1 9 ．6 7 1 4 24 ．0 根 ．0 5 1 9

白　　　　　 秋 50 23 ．8 5．9 1 0，0 50 ．7 3 0 ．1 6 1 8 5 2．7 d i ．3 1 ．2 払

10 ／ 19あ さ　 ま 理 惣 70 4ユ，8 1 2．8 1 0 ．1 50 ．8 3 7 ．も 6 9 4 45 ．1 9 7 ．7 1 ．3 0 J

西　 町　 理　 鷲l 8 5 さ0 ．0 2 1．3 l l ．0 56 ．も ユ7 10 9 1 0 1 2 6 72 ．9 1 ．3 3 1

川 ／ 1 0耐 病 西 ■l 理 想 90 4 2 ．5 9 ．4 8 ．1 50 ．1 封 ．7 8 2 3 49 ．3 79 ．3 1 ．8 別
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4　ま　　と　　め

空どうの発生は．播種後20日以前に始まり，播種後40日

頃までには終了すると考えられる。その後この空どうは，

根の肥大と共に根端から上方に拡大していく。

6月中旬～8月中旬播種では，播種期が早いほど空どう

発生率が高く．被害程度も大きくなる傾向がみられた。

品種間では．tt理想系Mと　tt白上り系，，の品種で発生が

多く被害程度も大きかった。tl三浦系”とtt宮重系”の一部

の品種がこれに次いで発生が多く，ttみの早生系”とtt宮垂

系”の一部及びtt秋づまり系”では，発生・被害共に少な

く，発生の認められない品種もあった。
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